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3．土砂災害警戒情報について
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1．土砂災害とは？
2．近年の土砂災害発生状況
3．土砂災害警戒情報について
4．土砂災害警戒区域について
5．宮城県砂防総合情報システム

（MIDSKI）について
6．災害時の報告について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，土砂災害警戒情報についてご説明いたします。
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土砂災害警戒情報とは

• 仙台管区気象台と宮城県が共同で発表

• 土砂災害の危険性が高まっている場合に発表

• 土砂災害警戒情報発表後は、気象情報に注意
する。また、市町村からの避難指示等の発表
に留意する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの7月豪雨の時系列でもお示ししたとおり，気象情報の中でも、大雨が降った際に特に気をつけていただきたい情報として土砂災害警戒情報というものがあります。こちらは、仙台管区気象台と宮城県が共同で発表している情報で、土砂災害の危険性が高まっている場合に発表されます。



宮城県

過去の土砂災害発生・非発生時の雨量データをもとに地域
ごとに土砂災害警戒情報発表基準が設定されており，約2
時間後に発表基準を超えると予想された段階で土砂災害警
戒情報を発表
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土砂災害警戒情報の発表のタイミングと発表基準

土砂災害発生の危険度が非
常に高まったときに，
対象となる市町村を特定し
て仙台管区気象台と宮城県
が共同で発表

１km四方メッシュ毎に
土砂災害危険度判定図を作成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こちらは，土砂災害警戒情報の発表基準やタイミングを示したものです。　タイミングとしては，雨が降り大雨注意報や大雨警報等が発表され，「土砂災害の危険性が高まったとき」に，土砂災害警戒情報が，「対象となる市町村を特定」して発表されます。　発表に際しては，過去の災害等の履歴をもとに，地区ごとに発表基準が設定されており，基本的には「2時間後にこの基準を超えると予想された段階」にて，「土砂災害警戒情報が発表」されます。　この2時間の意味は，住民の方への情報伝達に1時間，避難行動に1時間を想定した設定となっております。　ですので，土砂災害警戒情報が発表されたら，危険な場所にいる方は速やかに避難するよう促してください。
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変更ポイント①
避難勧告と
避難指示

（緊急）が
避難指示に

一本化

令和３年５月から避難情報が変更されました！

変更ポイント②
各警戒レベルに

対応した
市町村からの

避難情報が変更
になりました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気象情報と合わせて、大雨の際には、市町村が発表する避難情報にも留意していただきたいです。市町村が発表する避難情報は本年5月の災害対策基本法改正に伴いスライドのとおり変更されました。　これまでは災害の恐れが高まった場合には、段階的に避難勧告、避難指示を呼びかけていましたが、近年の豪雨災害では逃げ遅れによる避難が多く発生していることから、より早い段階で避難を呼びかけるため、避難勧告が廃止され、避難指示に一本化されました。避難情報に対応する気象情報等については、次のスライドでより分かりやすくご説明します。　



宮城県

警戒レベル４までに
必ず全員避難！

防災情報と避難情報に対応した住民の取るべき行動
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気象庁などが発表する防災気象情報と市町村が発表する避難情報は「警戒レベル」という５段階の指標に当てはめて整理されています。それぞれの警戒レベルに応じた気象情報や避難情報が発表された場合に、住民の皆さまに取っていただきたい行動が記載されていますので、参考にしていただければと思います。　警戒レベル１と２は，気象予報で大雨予想となっているときや，大雨注意報などが出ているときに気象台から発表されます。　住民の皆さまは，気象情報を確認いただいたり，避難経路や避難場所を確認するなど，避難への心構えをしていただくこととなります。　　次に，警戒レベル３は，市町村から高齢者等避難の情報が発表されるタイミングで出されます。気象情報としては，大雨警報や，気象庁の出している土砂災害危険度が「警戒」判定となった時が，この警戒レベル３に相当します。　警戒レベル３では，ご高齢の方など，避難するのに時間がかかる方が避難を開始するタイミングとなります。　高齢の方でなくとも、避難に時間がかかることが想定される場合や、今後の気象予報で台風による暴風が予想される場合などには、早い段階での自主避難を行うこととなります。次に，警戒レベル４は，市町村から避難指示が発表されるタイミングで出されます。　気象情報としては、土砂災害警戒情報が発表されたときや、土砂災害危険度が「極めて危険」あるいは「非常に危険」判定となった時が、警戒レベル４に相当しています。　避難指示が発表された場合には、対象となった地域の方全員が避難を開始することとなります。　市町村からの「避難指示」は、上記の気象情報が発表された場合にただちに避難情報を発表するという事ではなく、今後の予想降雨量等を考慮した上で発表判断を行っている場合もあることから、災害への不安がある方は、市町村の避難情報発表を待たずに、早い段階での自主避難を行うこととなります。　警戒レベル５では、市町村からは緊急安全確保が発表されるタイミングとなっており、既に災害が発生しているあるいは命の危険がある状況です。住民の皆さまには、警戒レベル４の段階までに避難を完了していただくことが基本となりますが、万が一避難が完了できない場合は、今いる場所よりもより安全な場所へ直ちに移動して身の安全を確保することとなります。
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土砂災害の危険度分布への警戒レベル

黒の地域は「災害切迫【警戒レベ
ル5相当】」の状態！
命が危険な状況。今いる場所より
も安全な場所へ直ちに移動等す
る。

気象庁ホームページで
土砂災害の危険度と警戒レベル
（相当情報）が確認できます。

気象庁が提供している土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で
は、大雨による土砂災害発生の危険度の高まりを、地図上で１km四方の領域（メッ
シュ）ごとに５段階に色分けして示す情報です。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，先ほどの警戒レベルに相当する情報を，地図上で確認する手段についてご紹介します。気象庁のホームページの「土砂キキクル大雨警報（土砂災害）の危険度分布」のページでは，地図上で土砂災害の危険度が色分けされています。右下の判例を見ていただくと，色分けごとに「注意」「災害切迫」といったコメントとともに，「警戒レベル○相当」という記載がされています。　たとえば，地図上の黒い地域では，土砂災害の危険度が「災害切迫」な状態であり，命が危険な状況【警戒レベル5相当】の状態と言うことになります。市町村からの情報に加え，こうした情報も踏まえた上で，避難指示が出ていなくても状況に応じ自主的に避難を行うことも必要です。
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